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研究成果の概要（和文）：本研究は同地域にある大学と高等学校とが連携し，家庭科教育の視点から地域の子育
てする親と子を対象とした「手仕事」体験プログラムの教材や指導方法を開発し運営実施し，その効果を検証
し，一般化を目指した。
地域の子育て世代間や異世代との相互交流の場にもなる「手仕事」体験を媒介にした協働的な学びの場を７回実
施した。高校生は次世代の親になる視点で，子育て支援への理解が深まり，地域で保育に携わる人材育成につな
がる可能性が示唆された。子育て世代は，異世代交流や「手仕事」体験を通して，自己肯定感が高まり，孤立感
の軽減につながり，地域で主体的に子育てする次世代及び現世代の父親母親の育成に貢献することができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, a university and a high school in the same area collaborated 
to develop and implement teaching materials and instructional methods for a "handicraft" experience 
program for parents and children raising children in the area from the perspective of home economics
 education, to verify the effectiveness of the program and to generalize it.
The program provided a venue for collaborative learning mediated by the "handicraft" experience, 
which also served as a place for mutual exchange between the child-rearing generations in the 
community and between different generations, seven times.The child-rearing generation experienced a 
heightened sense of self-affirmation and reduced isolation through intergenerational exchange and "
handicraft" experiences, contributing to the development of the next and current generation of 
fathers and mothers who will proactively raise their children in the local community.

研究分野：家政教育
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世代交流
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研究成果の学術的意義や社会的意義
講座に参加した保護者や連携した地域施設の関係者は，手仕事体験が子供の成功体験，創造性や主体性の育成に
つながり，家庭に帰ってからの遊びの継続，発展や家族のコミュニケーションの促進につながるという教材とし
ての利点と他者との交流が困難なコロナ禍における貴重な異世代交流の場や機会としての利点の2つの視点で意
義を見出していた。手仕事体験講座の実践を通して，高校生は子供だけでなく，保護者との交流の意欲・関心が
高まり，保護者の子に対する思いや自分達の想像以上の子供の力への気づきが伺え，地域で保育に携わる人材育
成につながり，コロナ禍で高校生が親と子の手仕事体験講座を実践することの社会的意義が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
①家庭科教育における地域，学校，家庭との連携及び協働の重要性 
社会の急激な変化に主体的に対応し，自ら生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を育成
することが求められている現在において，家庭生活の価値観や生活様式は多様化し，子どもたち
を取り巻く環境にはさまざまな新たな問題が生じてきている。平成 28 年 12 月の中央教育審議
会答申において，“よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る”という目標を学校と社会が
共有し，連携・協働しながら，新しい時代に求められる資質・能力を子供たちに育む「社会に開
かれた教育課程」の実現を目指し，学習指導要領等が，学校，家庭，地域の関係者が幅広く共有
し活用できる「学びの地図」としての役割を果たすことができるよう，枠組みを改善することな
どが求められた。また，高等学校家庭科学習指導要領（平成 30年告示）解説によると，「高等学
校家庭科の教育内容については，少子高齢化等の社会の変化や持続可能な社会の構築，食育の推
進等に対応し，男女が協力して主体的に家庭を築いていくことや親の役割と子育て支援などの
理解，高齢者の理解，生涯の生活を設計するための意思決定や消費生活や環境に配慮したライフ
スタイルを確立するための意思決定，健康な食生活の実践，日本の生活文化の継承・創造等に関
する学習活動を充実する。また，これらの学習により身に付けた知識・技能を活用して，「ホー
ムプロジェクト」や「学校家庭クラブ活動」等，主体的に取り組む問題解決的な学習を一層充実
する。」とあり，親の役割と子育て支援の理解や学校家庭クラブ活動による主体的に問題解決的
な学習を行うことが求められている。さらに，家庭や地域社会との連携及び協働や学校間の連携
も求められており，地域における世代を超えた交流の機会を設けることが必要である。 
②高等学校家庭科における家庭や地域との連携した子育て支援プログラムについて 
 本研究の子育て支援プログラムを検討するにあたり，研究代表者と研究分担者の所属先であ
る広島大学の家庭科教員養成講座と同じ東広島にある西条農業高等学校との連携を計画してい
る。従来の子育て支援は保健師や助産師，保育士などが運営している場合が多く，地域の大学と
高等学校が連携して運営するものは見当たらない。また，高等学校家庭科における地域の教育資
源を活用したカリキュラムや異世代との交流を取り入れたカリキュラムとしては，多くは高齢
者を招いてもてなしたり，保育所に訪問してふれあい体験をしたりといったものがほとんどで，
子どもとその保護者のように親子一緒に交流する機会を組み込んだカリキュラムはほとんど見
当たらない。本研究では家庭科教育に携わる研究者や実践者が運営に携わるので家庭科教育の
視点を取り入れた新しい子育て支援の場を作ることができる。さらに，高等学校と家庭科教員養
成大学とが「手仕事」体験講座を媒介にした地域の子育て支援の場の運営することによって，地
域の異世代間交流が可能になる。高校生にとっては，次世代の親になる視点で子育て世代と交流
することができ，子育て世代は，未来の父親母親になる大学生，高校生に自分たちの経験を親と
して語ることによって，親自身の自信にもつながると考えられる。 
③親と子の「手仕事」体験が子育て支援につながる可能性 
 研究代表者の「幼稚園児をもつ母親の手芸・裁縫活動に対する意識と実態」（梶山ら 2015）の
研究では，手芸・裁縫の「嗜好意識」と「実践度」，「子どものための手作り経験」及び「生活の
価値意識」に有意な関係性があることが明らかになった。作る相手を思いながら，「手仕事」体
験をすることによって，生活の豊かさや価値を問い直す機会を与えることができる。研究分担者
の鈴木の研究では，家庭科における「ものづくり」は児童生徒の自己肯定感にもつながることを
明らかにしており（鈴木 2011），親になる父母においても「手仕事」体験を通して，物や材料の
働きを理解し，創造する喜びを得，コミュニケーションをとることができるようになれば，育児
や家事に主体的に関わる態度の育成につながるのではないかと考える。「手仕事」体験を取り入
れることで，日ごろのストレスの解消，物を作る喜びやデザインする喜び，自分の創った作品を
大切に使っていく喜びや達成感など，様々な効果が期待でき，技能習得が可能になるとともに生
活の価値意識に気付くことが可能になると考える。日本保育協会による地域における子育て支
援報告書（2012）によると，子育て支援に親自身が自信を持つことや，つながることが必要であ
るとあり，子育て支援に「手仕事」体験を取り入れることでそれらを達成することができると考
える。 
 
２．研究の目的 
以上のような背景から本研究の目的は「家庭科教育における家庭や地域との連携・協働を促す
支援プログラムの開発をする」とした。本研究の独自性と創造性は①同じ地域にある高等学校と
大学が連携・協働して地域の子育て支援プログラムを運営する点，②子育て支援プログラムに
「手仕事」体験を取り入れる点，③高校生と地域の子育て世代などの異世代間交流の場を提供す
る点，④家庭科教育や生活者教育の視点から子育て支援プログラムを運営する点，⑤主体的に子
育てする次世代及び現世代の父親母親の育成に貢献する点，⑥「手仕事」体験や「縫うこと」が
子育て支援にどう影響を及ぼすか検証する点などである。 
 
 



３．研究の方法 

図１ 家庭科教育における家庭や地域との連携・協働を促す支援プログラムの全体構想 
 
【2020 年度の計画・方法】 
既に実施した第 1回親と子の「手仕事」体験講座～高校生と一緒に作る「背守り」刺繍～で収
集したアンケートとこれから実施する第 2回講座のアンケート調査の分析を行う。（梶山，中村
誉子【研究協力者：現広島県立西条農業高等学校生活科（家庭科）教諭】担当）。 
調査結果を分析後（梶山担当），高等学校家庭科と子育て支援につながる「手仕事」体験教材を
それぞれの専門の立場から検討する（家庭科教育の視点から教材・方法の検討：梶山，鈴木，衣
生活製作研究の視点から教材・方法の検討：村上，子育て支援研究の視点から教材・方法の検討：
正保，高等学校家庭科ホームプロジェクト研究の視点から教材・方法の検討：中村，小学生の発
達段階による家庭科題材研究の視点から教材・方法の検討：竹吉昭人【研究協力者：現島根大学
教育学部附属義務教育学校教諭】担当）。講座名や教材について検討後，「手仕事」体験講座を実
施し，有効性を検討する。体験講座の有効性を検証するためのアンケート調査やインタビュー調
査の調査項目の検討も行う（梶山担当，全員で検討）。 
【2021 年度の計画・方法】 
前年度に実施した「手仕事」体験講座プログラムを構想（全員）し，実施する。親と子の「手
仕事」体験講座の運営は梶山が担当し，講師や助言者を鈴木，正保，村上，が担当する。高等学
校との連携は中村が担当する。参加者募集は東広島市の広報担当の協力を得て行う。受講者への
アンケート及びインタビュー調査は梶山が担当する。調査は受講者への受講前後，高等学校関係，
大学関係に行い，子育て支援の効果や連携の効果を問う（梶山担当）。 
【2022 年度の計画・方法】 
受講前後の受講者の変容や，大学，高等学校関係者へのアンケート及びインタビュー調査を分
析し（梶山が担当），実施したプログラムの効果を検証（全員）する。検証結果は国内外の関連
学会（日本家政学会，家庭科教育学会など）で発表する。東広島市だけではなく，他地域でも汎
用的に実践できるよう，地域，家庭との連携及び協働を深める大学と高等学校が運営する子育て
支援プログラムとして提案する。 
 
４．研究成果 
①地域から支える家庭と子どもの生活技能教育プログラムの構想―親と子の「背守り」刺繍体験
講座の実践から― 
 2019 年 8月 4 日（日）と 2020 年 1 月 5日（日）に「親と子の「手仕事」体験講座～高校生と
一緒に作る「背守り」刺繍～」と題して，小学生とその保護者を対象に西条農業高校の生徒 13
名で実施した。2 回の講座の参加者は延べ，子ども 36 名，保護者 30 名，高校生 31 名，大学関
係 12 名であった。 
講座を受講した子どもたちは，普段家でのお手伝いに対しては「楽しい」や「面白い」など比
較的肯定的にとらえていたが，普段するお手伝いの内容は「食器の配膳」などの食生活関連や「そ
うじ」などの住生活関連が多かった。保護者アンケートからも同様の結果が得られ，普段子ども
にさせている衣生活関連のお手伝いとしては「洗濯物たたみ」や「洗濯物取り込み」などがあげ
られていたが，針と糸を使った裁縫などは行われていなかった。 
講座を受講した子どもの感想としては，ほとんどが「楽しかった」「もっとやりたい」など肯
定的であった。保護者は，「集中できてよかった」「子どもと一緒に作ることができてよかった」
などほとんどが肯定的な意見であった。2回の両講座に参加した子どもと保護者に第 1回受講後



から第 2 回受講までの変化を問うた結果，子どもも保護者も「針と糸を持つ機会が増えた」や
「親子で会話が増えた」「家の仕事に興味をもつようになった」などの回答を得た。保護者では
「子どもへの思いが強くなった」「家事を積極的にするようになった」などの回答もあり，生活
技能教育プログラムを行うことによって，技能習得だけでなく，親子のコミュニケーションを促
したり，子育てや家事に前向きになれたりといった効果も期待できることが示唆された。 
本講座では，地域の高校生にスタッフとして参加してもらうことによる，異世代交流の場を設け
ることも目的としており，すべての保護者が異世代である高校生と交流できてよかったと回答
していた。「普段高校生とは交流がないのでよかった」「大きくなった自分の娘の成長を想像した」
などの意見があり，異世代交流による子育て支援の可能性も示唆された。 
保護者は学校教育による生活技能の習得に期待をしている一方で生活技能を習得させるのは
5年生よりも早い方がいいと思っている割合が高かった。また，子どもが興味をもった時に習得
させたいと思っている一方で，時間や余裕がないから家では習得する機会がないと思っていた。  
以上のことから，学校で家庭科が始まる 5 年生以前に地域でこのようなプログラムがあるこ
との必要性が示唆された。このようなプログラムの効果は，短期間にみることはできないと考え
られるので，継続していくことが重要であると考えられる。実践継続のために，地域連携の仕組
みを構築していきたいと考える。 
②高等学校専門科の家庭科における手仕事体験を取り入れたコロナ禍における地域連携・協働
の取り組み―高校生と作る「ままごとキッチン」講座の実践から― 
高等学校専門科における地域人材育成の視点から，「家庭」に関する専門科目において手仕事
体験活動を取り入れ，コロナ禍においてその講座を高校生が地域で運営・実施することを通して
得られた学習効果について検証を試みた。手仕事体験の教材としては，「ままごとキッチン」を
検討し，「家庭」に関する専門科目である 2年生対象の「子どもの発達と保育」と 3年生対象の
「課題研究」に取り入れた。「ままごとキッチン」教材を「家庭」に関する専門科目に取り入れ
たことや手仕事体験講座の実践を通して，高校生は子供だけでなく，保護者との交流の意欲・関
心が高まり，保護者の子に対する思いや自分達の想像以上の子供の力への気づきが伺え，地域で
保育に携わる人材育成につながる可能性が示唆された。 
保護者や連携した地域施設の関係者は，「ままごとキッチン」が子供の成功体験，創造性や主
体性の育成につながり，家庭に帰ってからの遊びの継続，発展や家族のコミュニケーションの促
進につながるという教材としての利点と他者との交流が困難なコロナ禍における貴重な異世代
交流の場や機会としての利点の 2 つの視点で意義を見出していた。コロナ禍で高校生が親と子
の手仕事体験講座を実践することの有用性が示唆された。 
 本講座では，父親も参加しやすい教材として「ままごとキッチン」を取り入れたが，期待以上
の男性や男児の参加割合増加にはつながらなかった。今後は父親や男児も参加しやすい手仕事
教材の工夫や「家庭」に関する科目への効果的な取り入れ方，地域連携や募集の仕方などを更に
検討し，継続発展させたいと考える。 
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